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米国金融政策（2021年4月）
量的緩和の縮小の議論は時期尚早

1/1

2021年4月30日

極めて緩和的な金融政策姿勢は不変

2021年4月27･28日（現地）に開催されたFOMC（米国連邦公開市場委員会）では、市場予想通り、政

策金利であるフェデラル・ファンド・レートの誘導レンジが0～0.25%に、国債とMBS（住宅ローン担保

証券）の購入額がそれぞれ月800億米ドル、400億米ドルに据え置かれました。声明文では景気の現状認

識が上方修正され、リスクへの警戒もやや後退しましたが、パウエル議長は記者会見で、最大雇用と物価

安定の責務達成にはほど遠く、量的緩和の縮小の要件である「責務達成へ向けた更に顕著な進展」にも時

間を要するとし、量的緩和の縮小を議論するのは時期尚早と答えました。

経済活動の再開の進展と大規模経済対策の効果に加えて、昨年の同じ時期に極端に下振れた反動もあり、

今後数カ月は景気、物価の上振れが見込まれますが、それは一過性とのFOMCの見解は一貫しています。

実際に量的緩和の縮小がFOMCで議論され始めるのは、上述の特殊要因がはく落した後のデータに基づい

て経済ファンダメンタルズの基調を正しく判断することができるようになってからで、夏場以降と考えら

れます。市場は景気、物価の上振れが持続的である可能性を織り込みつつ、量的緩和の縮小や利上げの前

倒しを警戒しがちですが、新たな金融政策の枠組みの下、インフレ期待を2%に定着させるべく極めて緩

和的な金融政策を辛抱強く継続する当局の姿勢は明確で、市場金利の上昇余地は限られるでしょう。

（%）

FRBの資産残高と内訳政策金利と長期金利

（出所）ブルームバーグ

（2010年1月初～ 2021年4月29日）

（出所）FRB（米国連邦準備制度理事会）

※フェデラル・ファンド・レートは誘導レンジの中心
※決定日ベース

（兆米ドル） （2006年1月初～ 2021年4月28日）
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